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【地域らしさづくり、風景創造は？？】 
前々回のレターに、地域らしさ

はデザインの際に求める目的・方

針ではなく、地域条件をしっかり

と読み解いてデザインを行った場

合に与えられる勲章のようなもの

だということを書きました。その

後、目的とすべきものと結果とし

て受け入れるものを勘違いしてい

ることはないか気になっていまし

たが、今回紹介する「風景進化論」

で、風景そのものが、前々から述

べているように結果としての存在

であることを再認識しました。 
「場所」と「空間」の違いを、

ｲｰﾊｰ・ﾄｩｱﾝは、次のように表現し

ました。「場所」とは癒し・安息で

あり、「空間」は自由・創造である

と。言わんとするところは、「場所」

というのは、人間や動物にとって

の安心を与えるところであり、そ

れは、人間以外の生物にも認識さ

れるものである。例えば、魚や鳥

たちにも棲家と認識されていると。

一方の「空間」は、人間に与えら

れた創造的可能性を持った存在で

あり、自由に作り変えることがで

きる存在であると。 
そして、今回の｢風景進化論｣。

椎名誠は、この言葉のニュアンス

が気に入って随筆の本のタイトル

として使っているのですが、「風

景」と「進化」が合わさることが

できることを印象付けました。「進

化」とは、生物の進化のような前

向きの変化のようなものですが、

「進化」そのものを意図的な目的

として生物は進化しているわけで

はないと思われます。確かに、進

化のプロセス自体は、合理性を持

ったものだと思われますが、生物

自体が「進化」というものを意識

しているわけではない。ここで、

椎名誠の言葉を利用させてもらう

と、「生物」と「風景」が同種のも

のとして扱うことができる、つま

り、どちらも進化するものである

という意味でとらえてみます。 
何が言いたいかというと、「風

景」と先ほどの「場所」というも

のが分類的に同種の言葉で、「景

観」と「空間」が、また、もう一

方の同種の言葉でないかというこ

とです。 
「空間」をデザインすることで、

結果として生まれるのが「場所」

であり、「風景」であると。 
以前、九州工業大学の仲間先生

が「場所工学」という体系を作ろ

うとおっしゃっていたときがあり

ましたが、その後の進展について

はあまり話しをお聞きしません。

もしかすると、「場所」は工学の対

象になる概念ではないのではない

かということが有るのかもしれま

せん（勝手な推測ですが） 
最近、「文化的景観」というキー

ワードがよく話題にあがりますが、

客観的な「空間」を対象にしてい

る限りは、工学の対象になるのか

もしれませんが、「場所性」や空間

が織り成す「風景」を対象にする

と、哲学的な世界に入り込んでし

まうような気がします。「文化」そ

のものが、「目的」ではなく「結果」

であり、「文化的景観」を守るとい

うこと自体が、社会活動の営みの

結果を保全する、あるいは保存す

るということで、「結果」を「目的」

に変えてしまう行為であり、結局、

うまくいかないのではなかろうか

と危惧されます。ともかく、ある

特定の生物の保全や、里山の保全

などと同様な意味で、「文化的な景

観」の保全という言葉を使うと、

それ自体が文化的な営みからずれ

ていくからでもあります。 
話を元に戻すと、「風景」という

ものは、生物と同じように存在そ

のものであり、生物をデザインす

ることができないのと同じように、

風景もデザインすることはできな

い。デザインできるのは、あくま

でも「空間」であって、その「空

間」をどのようにデザインするか

で、結果として生まれるのが風景

であったり、場所であったりする。 
つまり、デザインの目的として

いわれる「用」「強」「美」は、快

適性であったり、強度の確保であ

ったり、風景へのなじみであった

り（地としてのデザイン）、シンボ

リック性であったり（図としての

デザイン）ということで、「地域ら

しさ」「風景創造」「場所性」とい

うことがらは、デザインの目的た

り得ないのではないかということ

です。いいデザインをするという

ことは、この基本的な「用」「強」

「美」をどこまでこだわって考え

ることで、「・・らしさ」とかいう

怪しげなものに振り回されないと

いうことでもあるのかも【続く】 
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私自身の空回りなのでしょうか、「風景をデザインする」「地域らしさを反
映したデザインをする」このようなしゃれた目的は、本当にどのように実践
可能なのかということを頭の中でぐちゃぐちゃ考えて出てきた答えが、なん
てことない、誰もが言っているデザインの基本である「用」「強」「美」を考
えることに落ち着いてしまいそうな今日この頃です。 

・・ 

古本屋で見つけた「風景進化論」。当然、タイトルに引かれて購入してみました。 

 


